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⑮ 学会発表
1) 演西和子:communicativeな英語教育重視傾
向に対して，いま問われる英語講読の重要性，第
5回日本医学英語教育学会， 2002， 8，岡山.
独 白書
助教授名執基樹
⑮ 研究概要
社会システム“文学"の分析のための調査手法と
理論の研究
⑮原著
1) 名執基樹:システムと構造一文学システムの経
験的調査を目指して-金沢大学独文学研究会独
文研究室報， 17:33-48 (大瀧敏夫先生退官記念論
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⑮ 研究概要
日本語文法を中心とする日本語学，日本語教育方
法の研究と異文化理解教育
1) 日本語文法における名調化構造の主要部ノとコ
トの選択規則の研究.
2) 電子掲示板による日本語教育方法の研究.
⑮著書
1) 鎌田倫子:ノとコトの選択一統語特徴と構造か
ら-，学位論文.神田外語大学大学院， 2002. 
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院紀要.
⑮ 学会発表
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⑮その他
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位を授与される.2002. 3. 
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⑮概要研究
運動処方における強度指標としてのRPE及び生
活習慣病予防のための運動処方について
⑮ 学会報告
1) 三辺忠雄，垣内孝子，泉一郎，永田農，小
野寺孝一:生活改善コースの実践効果(第2報)• 
第67回日本体力医学会， 2002， 9，高知.
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⑮ 研究概要
虚弱高齢者・障害児の機能的自立と身体活動に関
する研究
⑮ 学会報告
1) 岩岡研典，小野寺孝一:施設居住高齢者の日常
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